
内　容

レタス収穫後のマルチ、トンネルを利用してキャ

ベツを11月19日と12月１日には種し、それぞれ１月

16日と２月12日に定植した。

は種期の違いでは、12月は種に比べ11月は種では

収穫時期が4～17日早くなった（表）。

被覆方法の違いでは11月は種の「春空」で、マル

チ＋トンネル区が４月29日からと最も早く、マル

チ＋べた掛け区では５月6日、マルチ区では５月11

日、裸地区では５月22日の収穫となった（図）。結

球重は、マルチ＋トンネル区の11月は種を除いて、

ほぼ1.5㌔以上が確保できた。球の詰まり具合（球

緊度）はマルチ＋トンネル区で緩く、収穫時期が遅

くなるほど詰まりがよくなった（表・写真）。は種

期と被覆の組み合わせにより４、５月端境期穫りが

可能となる。

今後の方針

４、５月の端境期の寒玉系キャベツは、単価も安

定していることから、新たな作型として普及を進め

る。 中野　伸一（淡路　農業部）

（問い合わせ先　電話：0799-42-4880）
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